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CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して
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ルサカ州保健局で開催された感染予防管理会議にて、ルサカ州保健局長のチョオンガ氏が開会の挨
拶を行う様子。 
左から：ルサカ州保健局のキャセル・チボーラ氏（環境衛生官）、イヌトゥ・バングウェタ氏（主任看護師）
、シムルヤマナ・チョオンガ氏（保健局長）と緒方業務調整。

人材交流から学んだ
グッドプラクティスを

看護師が共有       

手術部位感染を
減らす取り組みを

話し合う
：ルサカの

一次レベル病院

フォト・フォーカス
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人材交流から学んだ
グッドプラクティスを看護師が共有 

　2024年9月12日、ルサカ州
保 健 局は、第 2 回 州 四 半 期 看
護 部 長 会 議を開 催しました。
一 次レ ベ ル 病 院 の 看 護 師と
大 学 教 育 病 院（U T H）の看 護
師 は 9月9日に相 互 訪 問を実
施しました。ここから得られた
アイデアとベストプラクティス
につ いて議 論 するためで す。

　この 人 材 交 流 プ ログ ラム
を提案したのは、ルサカ州の
主 任 看 護 官 で あるイヌトゥ・
バングエタ氏です。彼女の提
案は、病院の現状を改善する
ために、さまざまな医療施設
の ベストプラクティスを共 有
する 機 会 が 必 要 で あるとす
るもので、7月1 1日に 開 催さ
れ た 第 1 回 州 四 半 期 看 護 部
長会議で皆が合意しました。
　
　今回の会議では、州保健局
が 管 轄 する病 院 の 看 護 部 長
や担当看護師が、このプログ
ラムで学んだベストプラクテ
ィス に つ いて発 表しました 。
例えば、チパタ病 院 のファニ
ー・ムヴラ・シカズウェ氏は、大
学教育病院（UTH）で、新生児

集中治療室（NICU）、トリアー
ジ、高度治療室（HDU）、分べ
ん室、手 術 室、産 科 集 中 治 療
室（OICU）などの各部署を同
僚と訪れた経験を共有しまし
た。看護業務の包括的な引き
継ぎが行われていること、スタ
ッフが決められた時間に出勤
していること、各 部 署 が 常 に
5S（整理、整頓、清掃、清潔、し
つけ）を実践していること、そ
して看護実践手順が目につく
場所に掲示されていることを
発表しました。彼女は、一次レ
ベル病院の看護師と患者の比
率が、UTHのように望ましい比
率になることも望んでいます。

　また、受け入れ側の大学教
育病院（UTH）も、廃棄物の分
別、スタッフが決められた制服
を着用すること、手術待ち時間
の長さなど、全般的に改善でき
る部分について参加者からフ
ィードバックを受けました。会
議では、州保健局が実施した
看護監査の結果についても話
し合いました。特に、看護記録
の文書化と感染予防管理（IPC）
の 問 題 が 議 論となりました 。

 

Shelves marked with the medicines and stock 
control card to keep track of medicines being 
dispensed to the 10 wards at Kanyama FLH

参加者たちが会議で自身の経験を共
有している様子。

イヌトゥ・バングウェタ氏（ルサカ州保健局）が、看護師たちによるベストプラク
ティスの共有に関する会議を進行している様子。

プレゼンテーション中の村井チーフ
アドバイザー。
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チパタ一次レベル病院のファニー・ム
ヴラ・シカズウェ氏が、会議で自身の
経験を共有している様子。

チョオンガ氏が、看護部長会議で開会
の挨拶を行う様子。
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　ルサカ州保健局長のシムル
ヤマナ・チョオンガ氏の招きに
より、感染予防管理（IPC）の四
半期会議が、2024年9月11日
に開催されました。ルサカの5
つの一次レベル病院からIPC
担当医師、IPC担当看護師、環
境衛生技術者（EHT）、病院情
報 担 当 者 ( H I O )、および検 査
室の代表者が、ルサカ州保健
局に集まりました。議題は、各
施設の手術部位感染（SSI）の
サーベイランスの結果と対策
について話し合うことでした。

　 州 保 健 局 のシニア環 境 担
当官であるキャセル・チボー
ラ氏は、この会議の目的は、5
つ の 対 象 病 院 の 手 術 部 位 感
染（SSI）データのレビューと
モ ニタリング、さまざまな 介
入 策 の 検 討と実 用 的 な 行 動
指 針 の 提 示 と 述 べ まし た 。

　各病院の代表者は、手術部
位感染（SSI）の発生率および
その考えられる原因について
発表しました。出席者からの
提言は、施設の燻蒸（くんじょ

う）から医療従事者の適切な
衛生習慣まで多岐にわたりま
した。また問題点として、医療
機器の滅菌に必要な設備や燻
蒸（くんじょう）機のない施設
があることが指摘されました。

　チョオンガ局長は、病院にて
手術部位感染（SSI）の発生率
を抑えることが必要と強調しま
した。また、技術支援と研修の
機会を提供してくれたカシオペ
ア・プロジェクト（JICA）に感謝
の言葉を述べました。チョオン
ガ局長は、カシオペア・プロジェ
クトに対して、病院職員が手術
部位感染（SSI）の発生率を低減
させる能力を開発し、サーベイ
ランスを州全体に拡大する検
討への支援を期待しています。

　カシオペア・プロジェクトの
村井チーフアドバイザーは、発
表の中で、医療施設内および
患者の自宅で、患者はどこで
感染しているのかを調査する
よう促しました。入手可能なデ
ータから、病院スタッフは既に
手術部位感染（SSI）の発生率

が高くなる原因を調べていま
すが、村井チーフは調査の範
囲を広げることを強調し、患者
との接触があるポイントをマ
ッピングし、感染の原因となり
得るものを検討することを初
めの一歩として推奨しました。

　出席者は、院内での患者の
移動経路をまずマッピングし、
次いで、患者が感染のリスク
にさらされる可能性のあるポ
イントを特 定し、感 染を阻 止
するために取り得る対策を検
討し、発表しました。このグル
ープワークの結果および今後
の調査結果は、院内のIPC委
員 会 および 病 院 経 営 陣と共
有することが求められました。

手術部位感染を減らす取り組みを話し合う
：ルサカの一次レベル病院
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チパタ一次レベル病院のラボ担当メモリー・チ
ェウェ氏と環境衛生官のネリー・ダカ氏。

感染予防管理（IPC）のニャンガ専門家と、カニャ
マ一次レベル病院のIPCチーム。
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ニャンガ専門家がチパタ一次レベル病院での月次デ
ータレビュー会議に出席している様子。

ニャンガ専門家がバウレニミニ病院への感染予防管
理（IPC）支援をしている様子。

ニャンガ専門家がチェルストンミニ病院への感染予防
管理（IPC）支援をしている様子。

マテロ一次レベル病院の感染予防管理（IPC）チームがチャワマIPCチームを訪問し、IPCラウンドを観察した後の様子。（左から、ニャンガ専門家、プリン
ス・ブワリャ氏、ブリジット・シティマ氏、ムエンバ・マシリ氏、ジャクリーン・ムラコ氏、エゼキエル・カンコロト氏。

ルサカ州保健局のアニー・チサンガ氏（右から2番目）がチャ
ワマ一次レベル病院での感染予防管理ラウンドに参加。

ザンビア国外科産科・麻酔計画改訂会議（NSOAP）で、
プロジェクトの村井チーフアドバイザーがプレゼンテ
ーションを行う様子。

感染予防管理（IPC）のニャンガ専門家が、マテロ一次レベ
ル病院のジェーン・ボタ氏とフローレンス・ムワンザ氏とと
もに現場視察を行う様子。


